
　

新潟自動車学校

⑩ 交通事故に関わる運転者の生理的及び心理的要因及びこれらへの対処方法
⑪ 健康管理の重要性
⑫ 安全性の向上を図るための装置を備える事業用自動車の適切な運転方法

⑦ 適切な運行の経路及び当該経路における道路及び交通の状況
⑧ 危険の予測及び回避並びに緊急時における対応方法
⑨ 運転者の運転適性に応じた安全運転

④ 貨物の正しい積載方法
⑤ 過積載の危険性
⑥ 危険物を運搬する場合に留意すべき事項

① トラックを運転する場合の心構え
② トラックの運行の安全を確保するために遵守すべき基本的事項
③ トラックの構造上の特性

〇エバリュエーション・アンケート作成・修了証書交付
※天候・季節等により講習の内容、講習時間及び講習項目が変更になる場合があります。

（題目別）指導項目表
題目 指導項目

10：20～ 【座学】 ①〇エコドライブの効果と指導方法・環境問題・コスト削減・事故防止（自走・発進時等）
11：00～ 【閉講式】

9：00～ 【実技体験】
〇通常走行での走行 ①

9：40～ 【実技体験】 ①〇エコドライブでの走行

18:30 （２日目）終　了

３日目
時　間 講　習　内　容 題　目

17：00～ 【ディスカッション】
〇グループディスカッション

・アイミラーの活用方法（運転行動と観察力）　・基本走行（悪癖の発見）　・法規走行（法の間違った理解と長年の習慣）
・指差呼称（安全呼称の活用）　〇講評（観察ポイントと実際の相違点）

15：00～ 【添乗指導】
〇添乗観察評価

12：00～ 昼　食
13：00～ 【講義】

〇添乗指導と運転適性検査・運転適性検査の利用方法　〇運転適性検査結果からの指導・助言方法

〇生活習慣の改善と精神面の健康管理指導について　〇医薬品使用上の注意及び飲酒運転防止 ⑪
【ブレーンストーミング】
〇指導方法と問題点　〇我社における教育（指導）にて効果をあげている項目と問題点とは

〇トラックを運転する心構え　〇ドライバーに対する添乗指導・監督とは ①〇交通教育の継続かつ計画的な手法と模範運転者の育成する為の着眼点
〇運行経路情報の事前把握と適切な運行経路選択の必要性及びドライバー指示 ⑦
〇健康管理の重要性　〇交通事故に関わる運転者の生理的及び心理的要因及び対処方法 ⑩

時　間 講　習　内　容 題　目
9：00～ 【講義】

⑧〇危険予測運転の必要性　〇危険予測のポイント　〇危険予測訓練　〇悪天候・夜間走行時の危険への配慮　他
20:00 （１日目）終　了

２日目

・基本走行（加減速・カーブ走行・後退操作等）・法規走行（進路変更・右左折・信号交差点等）
〇講評（ワンポイントアドバイス）

19：00～ 【シミュレータ】

〇点呼・日常点検指導要領（目的と要領・指導のポイント・社内研修実施について） ②
17：00～ 【添乗指導】

〇運転観察評価

〇過積載の危険性 ⑤
〇危険物輸送の基本　〇危険物輸送の実践　〇タンクローリー運行上の注意事項 ⑥

16：00～ 【実技体験】

〇トラックの構造上の特性　〇トラックの特性に合わせた運転　〇トラクターとトレーラの構造　他 ③
〇安全性の向上を図るための装置とは　〇安全性の向上を図るための装置の種類と機能 ⑫
〇貨物の正しい積載方法 ④

〇オリエンテーション(個人カルテの作成・研修の目的と指導の監督指針について)
12：30～ 【適性検査】

〇運転適性診断の必要性　〇適性診断結果の活用 ⑨
13：30～ 【講義】

１日目
時　間 講　習　内　容 題　目

12：00～ 【開講式】

安全運転管理者　研修カリキュラム　【２泊３日コース】（１８時間）
国土交通省の定める指導及び監督の指針12題目を学びつつ、社内教育者等として運転者と同乗し、市街地走行などの運転行動を観察し指導ができる
添乗者（同乗）育成のための研修です。


